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よ
う
に
進
め
る
か
検
討
し
ま
し
た
。
第
Ⅳ
分
科
会
「
宗
門
運
動
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
宗
門
運
動
の
成
果
と
問
題

点
を
提
起
し
、
今
後
の
あ
る
べ
き
宗
門
運
動
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。
各
分
科
会
の
話
し
合
い
の
詳
細
は
今
号
本
文
を
ご
覧
下
さ
い
。

▼
昨
年
七
月
に
起
こ
っ
た
、
安
倍
元
首
相
の
殺
害
事
件
に
端
を
発

し
、
破
壊
的
カ
ル
ト
と
し
て
の
旧
統
一
教
会
の
抱
え
る
様
々
な
問

題
が
一
斉
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
研
究
所
に
お

き
ま
し
て
も
、
当
研
究
所
特
別
研
究
員
・
櫻
井
義
秀
氏
に
よ
る
特

別
講
演
を
、
八
月
二
十
三
日
に
、「
安
倍
元
首
相
殺
害
事
件
が
あ

ぶ
り
出
す
統
一
教
会
の
七
十
年
─
政
治
・
宗
教
運
動
と
資
金
調
達

戦
略
の
変
遷
─
」
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
宗
務
院
伝

道
部
所
管
「
日
蓮
宗
カ
ル
ト
問
題
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

も
参
加
し
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
本
文
を
ご
参

照
下
さ
い
。

▼
令
和
三
年
度
に
行
わ
れ
ま
し
た
「
日
蓮
宗
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー

ト
」
は
一
年
半
を
経
て
、
漸
く
調
査
結
果
を
纏
め
て
発
行
に
至
り

ま
し
た
が
、
今
号
に
お
い
て
、
調
査
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
宗

教
社
会
学
者
の
丹
羽
宣
子
氏
に
よ
る
論
考
を
収
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
と
併
せ
て
お
読
み
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
当
研
究
所
嘱
託
・
山
内
寛
久
師
に
よ
る
論
考
は
教

学
と
教
化
学
の
一
体
化
と
い
う
宗
門
に
お
け
る
一
つ
の
課
題
に
対

す
る
考
究
で
す
。
中
井
本
蓉
師
・
松
井
大
宗
師
の
論
考
は
当
研
究

所
研
究
員
研
究
例
会
で
の
発
表
を
元
に
し
た
も
の
で
今
後
の
継
続

し
た
研
究
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

編
集
後
記

▼
『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
十
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
令
和
三
年
十
二
月
よ
り
、
赤
堀
正
明
師
が
新
所
長
に
就
任
致
し

ま
し
た
。

▼
第
五
十
五
回
中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
令
和
四
年
（
二
〇
二

二
）
九
月
七
日
に
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〜
日
蓮
宗
を
未
来
か
ら
構

想
す
る
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
未

だ
コ
ロ
ナ
禍
の
渦
中
と
い
う
こ
と
で
、W

eb 

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

を
使
用
し
た
会
議
形
式
を
用
い
ま
し
た
。
特
別
講
演
と
し
て
「
株

式
会
社
み
ら
い
共
創
技
術
研
究
所
」
代
表
取
締
役
の
樋
口
邦
史
氏

に
「『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興
す
』-
未
来
を
取
り
残
す
な
」
と
題

し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
的
な
意
味
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
、
続
く
基
調
講
演
と
し
て
当
研
究
所
所
長
の
赤
堀
正

明
師
よ
り
「
日
蓮
宗
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
は
四
分
科
会
に
別
れ
、
座
長
と
そ
れ
ぞ

れ
の
問
題
提
起
者
の
も
と
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
第
Ⅰ
分
科
会

「
教
化
学
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
教
学
と
教
化
学
の
乖
離
、

教
学
と
現
場
の
教
化
・
布
教
を
折
り
合
わ
せ
る
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
試
み
が
必
要
か
、
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
第
Ⅱ
分
科
会

「
宗
門
教
育
制
度
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
子
弟
教
育
に
つ

い
て
は
宗
門
教
育
機
関
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
連
続
性
・
統
一
性

に
つ
い
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
生
涯
教
育
で
は
多
様
性
に
も
配
慮

し
つ
つ
検
討
し
ま
し
た
。
第
Ⅲ
分
科
会
「
宗
門
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
宗
門
に
お
け
る
女
性
教
師
登
用
を
ど
の




